
退 院 患 者 統 計
【2016年度】



Ⅰ．入院患者全体

１.疾患別患者数
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2.疾患別患者割合
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3.圏域

病院(松山医療圏内)

82.1%

病院(松山医療圏外)

14.6%

病院（県外）

1.3%

自宅

1.8%
施設

0.1%

入院前状況内訳 （n=759）



４.年齢構成
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【性別構成】
男性＝49.3％
女性＝50.7％
【平均年齢】
男性＝69.5歳
女性＝75.9歳
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５.疾患別平均年齢

74.6 

65.6 

68.1 

67.7 

58.6 

70.4 

83.7 

71.0 

76.1 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0

脳梗塞(209名)

脳出血(129名)

くも膜下出血(47名)

頭部外傷(61名)

その他神経疾患(19名)

脊損・頚損(28名)

大腿骨骨折 （131名)

その他整形疾患（98名)

脊椎・骨盤骨折(37名)

年齢

疾患別平均年齢 （n=759）

全体平均
72.7歳



６.疾患別平均在院日数
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７.転院必要日数
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８.疾患別平均総治療日数
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9.最終退院先
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１０.地域別自宅退院者数
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１１.治療目的での転院理由
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１２.自宅退院者介護認定状況
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１３.疾患別患者割合・年度別
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１４.入院前状況年次推移
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１５.最終退院先・年度別
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Ⅱ.入院患者疾患別状況
１.脳卒中患者入院数年次推移
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4. 脳卒中年齢・性別入院患者数
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5．脳卒中患者最終退院先
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6．大腿骨骨折患者入院数年次推移
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１0. 大腿骨骨折患者最終退院先
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Ⅲ.FIM改善状況
1.疾患別FIM改善状況
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2.転帰別FIM改善状況
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Ⅳ．一般病棟（障害者施設等）入退院状況
１.疾患別割合
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2. 年齢構成
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【性別構成】
男＝53.3％
女＝46.7％
【平均年齢】
男＝75.1歳
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3. 疾患別平均年齢
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4. 最終退院先

自宅, 42.1%

在宅施設, 6.7%

老健, 10.4%

療養型病院, 7.5%

急性期病院, 11.7%

死亡, 24.5%

最終退院先 （n=240）

平均在院日数
87.6日



＜総説＞

藤田正明 リハビリテーション領域における2016年度診療報酬改定のポイント リハビリナース Vol.9 No.03 
89-98、2016.

＜講演＞

2016年10月21日

青森成人・老人リハビリテーション施設協会研修会（青森市）

「チームで取り組む転倒予防対策」

2017年1月29日

藤田正明

愛媛県重症心身障害児（者）の在宅支援研修事業（今治市）

「重症児・者のリハビリテーション」

＜講義＞

2016年6月17，19，24日、7月1、8日 愛媛県立医療技術大学講義

藤田正明（協力 大塚恵看護師長、升田勝喜先生）

「リハビリテーション医療」

2016年7月26日

松山市特別支援教育 夏季研修会（伊予病院）

「高次脳機能障害」

Ⅴ．研究実績



＜学会・研究発表など＞

・2016年5月28日 第51回 理学療法士学術集会 札幌コンベンションセンター（札幌市）

－杉村 雅人

足漕ぎ車椅子が脳卒中片麻痺者の歩行に与える影響について

・2016年5月29日 第51回 理学療法士学術集会 札幌コンベンションセンター（札幌市）

－木原 幸太

脳卒中片麻痺者の咬合が歩行に及ぼす影響について

・2016年6月10日 第53回日本リハビリテーション医学会学術集会 京都国際会議場（京都市）

－高橋 保雅

歩行自立した脳卒中片麻痺による短下肢装具処方患者の特徴

・2016年10月2日 第3回日本転倒予防学会学術集会 ウィンクあいち（名古屋市）

－高橋 保雅

回復期リハ病棟退院後の転倒による骨折で再入院となった患者の特徴

・2016年11月27日 第28回NPO法人日本リハビリテーション看護学会学術大会（沖縄県）

－辰本 薫

高次脳機能障害患者の社会生活獲得のための支援を実践して

・2016年11月27日 第28回NPO法人日本リハビリテーション看護学会学術大会（沖縄県）

－白石 ゆかり

「肺炎を繰り返す患者に対する他職種連携 ～ケアの振り返りと今後の課題～」



・2017年2月5日 第17回愛媛県作業療法士学会 愛媛十全医療学院 （東温市）

ー藤澤 友貴

立ち上がり動作が下衣の上げ下げに与える影響

・2017年2月11日 回復期リハビリテーション病棟協会 第29回研究大会in広島 （広島市）

－伊藤 潤一

当院回復期病棟入院患者の栄養状態と身体機能回復の関係性についての検証

・2017年2月11日 回復期リハビリテーション病棟協会 第29回研究大会in広島 （広島市）

－寺原 聖志

リハビリ実習生をサポートして見えてきたもの
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－渡部 博也

A病院の回復期リハビリテーション病棟より移動・移乗がFIM5で自宅退院した患者の経過
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－大塚 恵

高次脳機能障害患者への看護を振り返る～看護理論を使って～
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－白石 ゆかり

「排泄自立に向けた排泄チーム会との連携」


